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広島県立美術館は、1996（平成８）年のリニューアルオープンに際し、３つの収集方針のひとつと

して「アジアの工芸」を掲げ、以来、作品収集と展示普及活動を継続している。コレクションは、ヴ

ァリエーションに富んだアジアの工芸品を未だ網羅するものではないが、染織と金工の分野において、

特色あるいくつかのグループを認めることができる。

染織では、中央アジア、インド、インドネシアの３地域が挙げられる。中央アジアからは、ウズベ

クの刺繍布スザニ17点、ウズベクの民族衣装23点、トルクメンの民族衣装26点、旧ソ連領中央アジア

からアフガニスタン、パキスタン、ペルシア等の地域に及ぶ各種の刺繍袋124点がある。インドでは、

インド域内向け更紗類および輸出更紗類42点、インドネシアでは、バリ島テンガナンの経緯絣グリン

シン22点を所蔵する。平成21年度、岩崎博氏より染織品192点の寄贈を受けた結果、染織作品は478点

となっている（表１）。

表１　染織作品地域別内訳

当館は、1996年10月以来、前述のコレクションを特別展あるいは所蔵作品展で展示・紹介してきた。

当館蔵の染織作品は、その多くは自立せず、額装や屏風装などすぐに展示できる状態にはなかった。

陶磁器や漆器など自立し、置いて展示することができる作品とは異なり、壁に吊って全面を見せると

いうような効果的な展示のためには、あらかじめ展示準備が必要である。本稿では、染織修復家のい

ない当館で行ってきた染織展示について事例報告することとしたい。
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地　域 作品数 民族あるいは�
地域・国名 

平成20年度�
以前収集（点） 

平成21年度�
寄贈（点） 

西アジア 23 イエメン 2�
シリア 2�
ペルシア 1 18�

中央アジア 174 ウズベク 80 9�
トルクメン 83 1�
キルギス 1 �

南アジア 102 ハザーラ 16 �
パシュトゥーン 5 �
パキスタン南部 4 �
インド 46 31�

東南アジア 104 ミャンマー 3�
ラオス 12�
タイ 2�
インドネシア 22 63�
フィリピン 2�

東アジア 75 中国、雲南 11�
中国 1�
朝鮮半島 5�
日本 28 30�

計 478 286 192



まず、本稿の題名に掲げた「シルクロードをめぐる布の旅」の事例紹介に入る前に、1996年以降の

当館での染織展示を振り返る。

特別展として染織作品457点と関連資料23点、図録に掲載しなかったものを含めると、計480点以上

を展示した。布を展示するために、裏側に展示具を通す（取り付ける）布を縫い付けたり、作品によ

ってはピンで固定したり、布を大きな台に掛けたりした。作品のコンディションと形態等により、ケ

ース内展示と露出展示を併用した。

同展は当時当館主任学芸員の村上勇氏が主担当で、ほとんどの会場構成や展示計画は同氏が考案さ

れた。冒頭のインドのコーナーでは、インド染織コレクターとして世界的に名高い岩立広子氏が自ら

展示監修をされ、空間に対する作品密度の濃厚な、インドの染織の魅力を引き出した展示が圧巻であ

った。タイの伝説的染織作家センダ・バンシッ氏の作品群は、チェンマイの竹林からインスピレーシ

ョンを得て、竹で作った展示具を使用して展示した。中央アジアのコーナーでは、壁面に吊る展示と

ともに、大きな三角台にかける展示も行った。しかし、この三角台方式はその後は行っていない。こ

の頃は、吊る展示には棒通しが作品の上部に見えるのれん方式を多く使用していたが、作品鑑賞には

向かないため、その後はのれん方式から、作品裏で完結する各種の筒方式へと変わっている。

当館の照明は蛍光灯とハロゲン灯の２種を採用しているが、両者ともUV防止型を使用している。

蛍光灯は２-４ユニットが１セットの段階調光、スポットは０～100％無段階調光が可能である。ハロ

ゲンタイプのスポットには、さらにUVフィルタをかけ、対象物に合わせて光束拡散フィルタや色温

度調整フィルタを併用する。

1997年６月24日-1997年９月21日　日本とアジアの工芸Ⅱ－中央ア

ジアの染織と金工

写真は壁面を使った露出展示で、この時は各作品にスポットを当

てていたが、その後はスポット照明を避けるようになっていく。

1998年には、文化財修理の専門家である半田九清堂の半田達二

氏・幾子氏の手により、インドの染織３点を修復、作品を安全に展
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図１　インド染織の展示風景 図２　タイ、センダ・バンシッ作品の
展示風景　竹を使った展示台は
同展のために製作したもの

図３　中央アジアのスザニ展示風景
手前の三角台へは布を掛けて展
示してあり、固定していない

図４　壁面にスザニ、のぞきケース
に小型作品を展示　この頃は
まだスポットライトで直接に
照明していた



示できるよう裏地や吊り具をつ

けていただいた。

2001年10月２日-2001年12月24

日　インドとインドネシアの染

織

ウォールケース内にインドネ

シアの経緯絣、露出展示となる壁にインドの更紗を展示した。インドネシア、バリ島の経緯絣グリン

シンは木綿で、作品によっては状態が悪かったため、棒にかけるだけの展示を多用することとした。

インドの更紗類は、作品ごとに状態は一定ではなく、作品に応じた展示を心がけた。右の２点はその

他の作品に比べて小さめであり、また、上部が多角形となっていたりしたので、あらかじめ作品を取

りつけたパネルをワイヤーで吊った。

この時には作品へのスポット照明を行わず、ケース内はガラスを通した天井蛍光灯、壁面は天井つ

きハロゲン灯を調光して使用した。

2004年12月21日-2005年３月27日　アジアの工芸　布から読みとる物語

1998年修復補強作品である「藍地人物文更紗」はインド、グジャラートの産で、インドネシア、スラ

ウェシ島トラジャで発見されたという布であるが、特に黒い部分（鉄媒染による）の欠失や傷みが激し

く、布だけでは展示に耐えられない状態であった。布を裏地に押さえるのに、無用の光沢を避けるため、

生糸（セリシンがついたままの精錬前の絹糸）で縫ってあり、かなり近づかなければ縫い糸が見えない

ほどである。修復補強による裏地がついて、比較的扱いやすくなり、数年に一度は展示できるようにな
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図５　インドネシアのグリンシン展示
風景　左側の数本は裏に補強布
と筒をつけて全面を展示、その
他は作品幅よりやや短い薄紙の
筒を棒に被せ、布を掛けて展示
してある

図６　インドの更紗展示風景　左側２
点は裏に筒を縫いつけ、棒を通
して吊り、中央は上の４隅裏に
吊り手をつくり、木製パネルに
別紐で固定した

図７　インド製インドネシア・トラジ
ャ発見の更紗移動　染織専門の
修復家による裏打ちと展示用乳
（棒を通す部分）がついたため、
作品保管や展示作業で扱いやす
くなった

図８　図７作品の撤収　布表面
の摩擦を避けるための薄
紙を挟みながら適度な大
きさにたたむ

図９　図７を展示室か
ら収蔵庫へ移動
する時の状態
収蔵庫ではこれ
を広げて収納す
る

図1 0 図５の撤収
筒に巻いて収
納・保管する。
フリンジは薄
紙で挟んで乱
れを防ぎ、弱
い部分に薄紙
を当て、布同
士の密着を防
止する



った。上の写真は撤収時。当館のウォールケースから出す際に、作品に触れず、布地に力をかけないよ

うに注意しながら運び出し、左右からたたんで保管する。インドネシアのグリンシンは、木綿の繊維が

密着すると次に広げる時に繊維が落ちてきそうな部分には薄紙を巻き込

んで繊維密着を防止し、薄紙でフリンジが乱れないように巻いて保管し

ている。

2010年４月13日-2010年６月27日　中央アジアの染織と金工－ウズ

ベクとトルクメンの美のかたち

刺繍布スザニとともに民族衣装をウォールケース内に展示した。

寄贈から２年経過したものの、展示のための棒通しがつけられた作品は３点しかなく、展示予定作

品から展示方法を検討し、各作品の展示方針を決定した。展示のために裏側に棒を通す筒を縫い付け

たり、補強した事例を次に紹介する。
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図11 中央アジアの布と民族衣装
展示風景　当地の民族衣装
は袖を伸ばすと直線になる
ため、棒を通して吊った

図12 ウォールケース内インド染織展示風景
壁面は後ろに筒を縫い付け、棒を通し
て展示　裂はトウフ（長方形の台）に
置いて展示した

図13 手前（左）はインドのターバン、22メー
トル以上の長さと布の薄さを見せるため
一端を前へ出して展示した　それ以外は
東南アジアの染織で図12と同様に展示し
ている

図14 のぞきケース後ろの壁面に中央アジア
の染織品を露出展示　ケースを前に置
いて鑑賞者の手が触れないように距離
を保つことを意図している

図15 チベット密教の仏教画展示風景　他の
染織品と性質が違うため、大型４面ケ
ースに背板をつけて展示した



1

染織作品に展示で吊るための棒を通す

ものを縫い付ける際の工程のひとつであ

る。当初は白や黒などの木綿布を使用し

ていたが、1999年以降は半田九清堂によ

る修理の際に分けていただいた薄茶色の

平織木綿布の大きなひと巻を主に使って

いる。

裏地などに使用する布は少し長めに裂

き、数回湯に通し、余分な染料や汚れ、

ホコリ等をできるだけ除去する。生地の地の目を元に戻し、縫製後の歪みや縮みを防ぐために、生乾

きの時にアイロンをかけて地直しする。

作品ごとに方針を決め、筒の作り方や縫い付け方を変えていく。棒は直径２センチのため、棒によ

る視覚的違和感をできるだけ防ぐように、また、筒に通す時の安全性を考慮して、筒幅を大きめに取

るようになってきた。棒の長さは概ね５センチ単位で50センチ程度から200センチまで、さまざまな

長さを備えているが、配分がうまく行かないときには市販のジャンピングバー（伸縮ポール）で調整

する。

先に筒を作ってから縫い付ける場合は、筒をミシンで縫っている（図18～21）。当館のミシンは直

線縫いと幅可変のジグザグ縫いができるシンプルな電子ミシンである。

布を縫い付けてから筒にする場合もある（図23～24）。この方法は、後述するように、作品の生地

が縫えない程脆弱ではないものの、比較的弱く、縫い目の本数を多くして布地にかかる負担を軽減し

たい時に行っている。

筒の縫製はミシンを使うが、作品に縫い付ける時には手で縫う。多くは絹糸であるが、場合によっ

て木綿糸やポリエステル糸を採用したこともある。展示効果を考えると、表に出る糸は少ない方がよ

い。しかし、針ですくう糸の本数が少ないために力がかかって切れるおそれがあると思われた時には、

少し大きな針目で縫うこともある。
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図17 筒や裏布の配分、つけ方、
作業順などの計画　作品状
態と展示効果を考慮しつ
つ、準備作業に当てられる
残り時間を考えて優先順位
をつける

図16 生乾きでアイロンをかけて
地直し

図18 筒の作り方の一例１
一工程ごとにアイロ
ンをかける

図19 筒の作り方の一例２
袋縫いは裁ち目を隠
してしまうので糸く
ずが出ない

図20 筒の作り方の一例３ 図21 まつり糸は材質と色
を吟味して選択する



筒をつける作品は、棒を通して吊って展示するので、吊った時に負担がかかってはいけない部分があ

れば、脆弱部分の補強も行う。例えば、作品の端が破れていて、作品自体の重量によって裂ける可能性

が予想される場合や、破れた部分が垂れ下がって鑑賞に支障が出る場合である。

2

まず、本稿は当館の染織作品展

示の事例を紹介するものであり、

全面的にテグスによる展示を推奨

するものではないことを強調して

おく。当然のことながら、作品の

状態性質、展示目的によって展示

の方法や材料はその都度検討しな

ければならない。

テグスは主に釣糸として販売さ

れているようだが、ビーズ手芸な

どにも欠かせない素材である。材

質は、ナイロン、フロロカーボン、

ポリエステルが主である。ポリエチレン製テグスも生産されている

が、強度は弱いとされる。

テグスの号数は小さいければ細く、大きくなる程に太くなる。強度を示す単位はlb（ポンド）が使

われ、１lb＝0.45359237kgと定義されている。テグスの号数と強度との関係は、１号あたり４lbとい

う目安があるが、強度等に関しては各企業の裁量に委ねられている。

当館での展示では、最近は４～６号を多く使用している。10号はしっかりしすぎていて、結びにく

いように思われる。重量が重く感じられる場合は、大型絵画でワイヤー２本吊りが行われているのと
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図22 棒を通したイメージ

図23 補強布と筒を兼ねた筒の
つけ方の一例　作品の状
態に合わせて数本縫う
吊った時に布にかかる負
担を分散させたいという
意図がある

図24 この方法は、補強布と筒を別
につけるよりもボリュームが
少ない

表２　ナイロン糸・フロロカーボ
ン糸の標準直径

号数 

※社団法人日本釣用品工業会�
  （www.jaftma.or.jp）による。�

標準直径 
0.1 号 0.053mm�
0.2 号 0.074mm�
0.3 号 0.090mm�
0.4 号 0.104mm�
0.5 号 0.117mm�
0.6 号 0.128mm�
0.8 号 0.148mm�
1 号 0.165mm�

1.2 号 0.185mm�
1.5 号 0.205mm�
2 号 0.235mm�

2.5 号 0.260mm�
3 号 0.285mm�

3.5 号 0.310mm�
4 号 0.330mm�
5 号 0.370mm�
6 号 0.405mm�
7 号 0.435mm�
8 号 0.470mm�

10 号 0.520mm�
12 号 0.570mm�
14 号 0.620mm�
16 号 0.660mm�
18 号 0.700mm�
20 号 0.740mm�

                                       以下省略�

図25 テグスを棒の両端につけて吊る場合

図26 テグスを筒の途中につけて吊る場合



同様に、テグスを二重（基本的に棒側で輪にするので、実際には４本となる）にしている。棒にテグ

スをつける位置は、筒を作品に縫いつける段階で決まってくる。筒布を作品の端から端まで一本でつ

けると、テグスは棒の両端に結ぶこととなる（図25）。また、筒を分割してつけると、筒の間でテグ

スをつけることができ、棒を見せない展示ができる（図26）。

3

インドネシア・ジャワ島を中心に制作されるロウケ

ツ染めのバティックである。中央部に藍地に霊鳥ガル

ーダの連続文を配置する。カイン・パンジャンは巻き

スカートのように着用する。あるいは肩に掛けたり、

胸に巻かれる。

木綿は目が詰んでやや硬い手触り、筒を縫い付け、上

部に棒を通し、吊って展示できる強度はあると考えた。

布の角にブランケット・ステッチによる旧い補修が

ある。筒幅よりも作品の幅の方が小さいため、１本の筒をつける。布のボーダーは茶色、中央は藍色、

できるだけ近い色目の縫い糸で縫い、かつ、表に小さな針目が出るように縫いつけた。

ｂ ミャンマー／チベット「タンカ」MB-141 （全体）97×49cm（画面）

45.5×34cm

岩崎氏がミャンマーで入手したチベット密教の仏画、タンカである。絹地

に細密な筆致で、中央に父母仏、その周りに11尊が配置されている。双龍円

文を紋織で織り出した青絹の総縁がつけられている。

青絹総縁は極端に傷んでいるわけではないが、表地保護と鑑賞に配慮し、

青絹の裏全面につけられている裏地に筒を縫いつけた。（おそらく棒を通し

ていた）下辺の糸が切れて、端処理が開いていたが、こちらは縫わずに、展

示時のみ待ち針で後ろ側へ仮止めするにとどめた。

( 7 )

染織品の展示と方法について（福田）

32

図27 ガラスの外からは縫
い目はほとんど見え
ないが、上部に筒の
存在が感じられる

図28 ブランケット・
ステッチによる
少 し 古 い 補 修
古い布には数段
階の補修が入っ
ていることもあ
る　旧い補修か
らは先人の思い
が伝わってくる

図29 上部裏側　筒を縫い付けた状態 図30 展示した際に目立たないよう、
布の色に合わせて縫い糸の色を
変える

図31 棒を通して確認する

図32 展示した状態



ｃイエメン「多色経縞布」MB-014 175×120cm

イエメン西部ベイト・アル・ファキーフ名産品

として知られるティハーマ織りの男性用腰布であ

る。ベイト・アル・ファキーフは紅海沿岸ティハ

ーマ地方の手工芸品の集積地で、特に金曜市が賑

わうという。織物にティハーマの地名を冠して呼

んでいる。

太めの木綿糸で織られた布で、糸密度が均一で

ない。上下に縫いつけられた太いテープ状の別布で絞られているので、そのギャザーに合わせて筒を

縫いつけた。経縞のため、縫い糸は緯糸の灰色に合わせた。

4

ｄタイ「金糸織布」MB-136 283×86cm

赤色の経糸に浮文織で金糸を織

り込んだ豪華な布である。中央部

に菱格子文、ボーダーに花繋ぎ文

など、密度の高い文様構成である。

金糸は、金箔貼りの薄紙をやや隙

間を空けて芯糸に巻きつけて作ら

れている。

数回にわたる旧い補修跡があり、

地糸に合わせた赤糸ミシン叩き付

けや、大胆なほつれ止めが行われ

ていた。地糸が弱っているのか、

横方向の裂け目が散見され、縦位

置で展示した時に自重が負担にな

る危険性がある。吊る時になるべ

く重量を分散すべく、補強布を使
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図33 筒を縫う前 図34 筒をのせて位置や長さ
を確認してから縫う

図35 棒を通して確認する
（裏）

図36 棒を通して確認する
（表）

図37 展示した状態 図38 置くとギャザーのように襞
が寄るので、不自然になら
ないように筒を縫いつけた

図39 展示した状態

図40 ミシンによる補修　地色
である赤系の糸で裂け目
をジグザグに叩いて補修
している

図41 ミシンによる補
修　白系の糸で
不規則に縫い、
補修している

図42 今回の補修　片端が裂けて垂
れ下がるので、裂け目を合わ
せて２色の赤系糸で押さえた

図43 図42の裏側　裂け目周辺にも補
修布を当て、粗く縫った



い、数列縫った上で筒を作ることとした。

また、一隅が10センチ近く裂けて垂れ下がっていたため、裏側から補強布を当てて、裂け目を押さ

えた（図42～43）。

ｅイラン「小花縞布」MB-031 88×98cm

インド、カシミール産ショールの中でも、ストライプにうねる植物文を表したデザインはペルシア

で絶大な人気を誇った。後に、ペルシア国内でも同様の布が制作されるようになり、例えばイラン南

東部のケルマーンは一大生産地となった。白、赤、濃青を経糸とし、経糸と同色の緯糸を綴れで２：

２の綾織とし、縫取織で文様を表す。綴織によるスリット（隙間）を防ぐために、経６本しかない赤

を飛び越えて、白と青の端同士を引っ掛けるインターロックという技法で繋いでいる。

緯糸が耳から耳へ渡っていない、綴れによるこの布はストライプの狭間から傷んでおり、ところど

ころ穴が開いていた。筒をつけるには、前述のタイ金糸織と同様に、数列の縫い目で補強と重量分散

を図った。補強布の縫いは、地色が青の部分だけを縫う列、白だけを縫う列とし、縫い糸の色もそれ

に合わせた。細いストライプの中の文様部分は目が詰んで固く、なるべく避けて縫った。

ｆウズベキスタン「刺繍布（スザニ）」MB-129 249×196cm

スザニは、ペルシア語で針という意味のス

ザンから派生した言葉で、刺繍または刺繍し

たものの意。細幅の木綿布や絹布に下書きし

たものを一族の女性たちが分担して絹糸で刺

繍し、繋ぎあわせて作られる。ウズベクやタ

ジクでは、女の子が小さい頃からスザニを準

備して、婚礼の際に花嫁は数枚～十数枚のス

ザニを持参する。壁掛けや掛け布、アーチ型

のミヒラーブを表したものは礼拝布として用いられた。本作はタジク系のスザニの一例である。

木綿の表地は比較的丈夫そうに見えたが、裏地につけられた薄手の木綿プリントが傷んでおり、か

なり破れもあった。また、筒の布幅よりも作品寸法が大きかったので、筒を３つに分けて縫いつける

( 9 )

染織品の展示と方法について（福田）

30

図44 展示した状態 図45 表（部分）
図46 裏（部分）

図47 図23-24の方法による補強のための縫い数本

図48 展示した状態 図49 筒の縫いつけ作業



方法を取った。この方式は、テグスを

通す部分が筒の間になるため、実際に

は起こったことはないのだが、左右の

端からテグスが外れるかもれないとい

う心理的不安を感じさせないので展示

作業員の方々には好評だと受け止めて

いる。裏地が既に傷んでいるので、裏

地の落下を防ぐためにも、筒と裏地、

表地まで針を通して縫った。

5

ｇミャンマー「緯絣布」MB-139 273×85.5cm

この作品は布の傷みはあまり見られな

いが、たいへん柔らかい絹のため、筒を

縫った縫い目が大きく開いてしまうこと

が予想されたので、針を通すことを断念

した。そこで布幅より５センチ程長い棒

に薄紙を巻き、薄紐で固定したところへ

掛けて吊った。この方法は約半分が隠れ

てしまうのだが、縫えない布、あるいは

長さのある布の場合は布への負担が少な

い。

ｈインド「小花文更紗」MB-050 274×95cm

タイ王室からの注文に応えて作られたインド更紗は、独特のデザイン

によりシャム更紗と呼ばれる。この布は薄茶地に小さな花卉文が散りば

められている。表面を貝や石で磨りみがいて、滑らかな質感と光沢を出

している。

磨りみがきのためか、布に傷みや穴が多く、筒を縫いつけた展示は不

適と判断した。

前述のミャンマー絹緯絣と同様に棒に掛けて展示した。

1968年の開館以来、当館では、染織修復の専門家は不在である。筆者は館蔵品の展示あるいは特別

展の開催の度に試行を重ね、作品の保管と展示の両立を目指してきた。遅々とした歩みではあるが、
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図50 縫いつけた筒（部分）
表地よりも裏地の傷み
がはげしい

図51 時々は表からも確認する

図53 図52の図解図52 展示した状態

図54 壁面には棒に布を掛
け、手前に小さな裂を
平面展示している



染織作品の調査研究、展示のための準備の流れができ、現状に至っている。今後も魅力的な展示と作

品のよりよい保存、人手の少ない体制で実現できる補修と展示準備を求めて、新方式を開拓したく思

う。
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